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『ひとよし まちよし 明るい大野』 

    「大野自治協まつり」が開催されました 

 

 １１月９日（日）「大野自治協まつり」が盛大に 

開催されました。平成２５年度から、公民館まつり 

を自治協まつりに名称を変え、今年で通算４１回目 

を迎えました。 

 午前９時からの開会セレモニーでは、朝長市長様 

ほか多数のご来賓の出席を賜り「くす玉割り」でス 

タートし、大野中学校吹奏楽部の素晴らしい演奏や                             

東大野幼稚園児のかわいい鼓笛演奏が伝統の地域行事に花を添えてくれました。 

 まつり会場の「ふれあい広場」では、じんねむどん鍋、綿菓子、ポップコーン、カレー、

うどん、お寿司、おでんなどの軽食類や海産物や農産物など、毎年おなじみの店が出店さ

れ、ご来場の皆さんもご満足の様子でした。さらに体育室の「おまつり広場」では、詩吟、

社交ダンス、太極拳など公民館で活動されている成果を元気いっぱい披露して頂きました。   

本館講座室の「文化の広場」では、パッチワーク、書道、俳句、生け花などの公民館サ

ークルの皆さんの活動作品や地域の皆さんの作品が発表されました。 

 各公民館長さん、消防２１分団の皆さん、民生委員の皆

さん、青壮協の皆さんなど多数の皆様のご協力により「大

野自治協まつり」を盛大に開催することができました。 

  大野地区自治協議会では、今後ともこのような地域一体

となった取組みを進めてまいります。皆様のご支援とご協

力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 



 

大野地区自治協議会はなぜ必要なの？ 
   

 大野地区自治協議会は、平成２５年８月６日に設立されま     

した。なぜ今、地区自治協議会が必要なのでしょうか。 

 大野地区には、町内会や公民館連合会、老人会、民生委員 

児童委員協議会そして生涯学習推進会、青少年健全育成協議 

会などたくさんの団体が、それぞれの特定の目的をもって活 

動されています。 

○地域の総括的組織としての役割、地域諸団体の連絡会としての役割 

地域諸団体は個別に活動しており、団体間に連携・連絡関係がないことから、同じ地域

で活動する諸団体の連絡組織や会議を設けて、効率的な地域活動を展開できる仕組みを

作ります。 

○内外ともに「地域を代表する団体」としての役割 

地域団体の設立状況が複雑で分かりにくいことから、地域住民にとって分かりやすく関

わりやすいよう地域団体を整理していきます。 

○組織構成や活動を展開していくうえでの役割分担を促進する役割 

地域の諸団体を整理していくことで、特定の地域住民にかかっている負担の軽減を図り

ます。 

○地域を代表する団体として、増大する地域課題に対応するとともに、豊かで活力ある地

域コミュニティを実現するための推進母体としての役割 

２０年、３０年後の将来、地域活力の低下が懸念され、現状の地域活動を維持していく 

ことが極めて難しくなることを考慮すれば、地域団体を分かりやすく整理し、連絡・連携 

関係を確保して地域活動を展開できる仕組みづくりを行うことが、今必要なことだと考え 

ています。 

大野自治協議会へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。 

    

 

 

 

 大野地区自治協議会 今後の事業予定 
○１２月７日（日）  女性部会 友愛セール              

    大野地区公民館 ３階講堂  

 

○ １月９日（金）  新年のつどい 

大野地区公民館 ３階講堂 

 

 年末、年始は、お酒を飲む機会が増えてきます。「飲んだら乗るな！ 飲むなら乗るな！」

を徹底しましょう。大野地区から飲酒運転、交通事故をなくしましょう。 

大野地区まちづくりの目標：安全・安心な暮らしができるまち 防犯・防災活動の実践 

 


